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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物はCDC42結合タンパク質ファミリーのメンバーです。このファミリーのメンバーはRhoファミリーGTPaseと相互作用し、アクチン細胞骨格の形成を制御します。このタンパク質は、GTP依存的にCDC42およびTC10 GTPaseの両方に結合することが示されています。線維芽細胞で過剰発現させたところ、このタンパク質は偽足形成を誘導することができ、アクチンフィラメントの集合と細胞形状制御を誘導する役割を示唆しています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：おそらくアクチン細胞骨格の形成に関与しています。CDC42の下流で作用し、アクチンフィラメントの集合を誘導して細胞形状変化を引き起こす可能性があります。線維芽細胞で過剰発現すると、偽足形成を誘導する。,類似性：BORG/CEPファミリーに属する。,類似性：1つのCRIBドメインを含む。,サブユニット：CDC42およびRHOQとGTP依存的に相互作用する。,組織特異性：試験した成体組織では検出されなかった。胎児または胚組織でのみ発現する可能性がある。,
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	BORG4抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

